「峠」 という 字 は 日本の 国字で ある。 日本に も 神代 か 

ら 独得の 日本 文字が あつたと いう こと だが、 それ は史 

的確 証が 無い、 人文史 上 日本の 文字 は、 支那から 伝え 

られ たもので あって、 普通 それ を 漢字と 云って いるが、 

日本で 創製した 文字 も ある、 片仮名 や 平仮名 は それで 

あって、 寧ろ 国字と いえば、 この 仮名文字 こそ 国字で 

あるが、 普通に 国字と いえば、 仮名 を 称せず して、 日 

本 製の 漢字 を 謂う ので ある。 

この 日本製の 漢字が、 新たに 造られた というの は 天 

武 天皇の 十 一 年に (昭和 十 年より 千 一 一 百 四十 三年 以前) 

さかいべ むら じい わつ み ら 

境 部の 連 石 積 等に 命じて 新字 一 部 四十 四卷を 造らし 
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